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【申込先】 

株式会社 ぺりかん社 営業部 
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ＭＡＩＬ: eigyo@perikansha.co.jp 

〒113-0033 東京都文京区本郷１－２８－３６ 



清
水
則
夫

三
浦
國
雄
監
修

二
〇
二
二
年
二
月
刊
行

b

二
五
〇
年
以
上
に
及
ぶ
山
崎
闇
斎
学
派
の
学
統
の
証

|
明
治
〜
大
正
時
代

に
崎
門
三
傑
の
一
人
・
浅
見
絅
斎
の
遺
著
を
整
理
し
て
集
大
成
し
な
が
ら
、

一
〇
〇
年
以
上
も
秘
蔵
さ
れ
て
き
た
幻
の
全
集
の
待
望
の
公
刊
。



　

ま
い
た 

あ
つ
し　

文
久
元
年―

大
正
十
一
年（
一
八
六一―
一
九
二
二
）

長
州
の
松
本
村
（
現
山
口
県
萩
市
）
に
生
ま
れ
る
。
幼
少
期
か
ら
漢
籍
の
素
読
を
受
け
、

ま
た
松
下
村
塾
で
玉
木
文
之
進
ら
の
教
え
を
受
け
た
。
明
治
九
年
、萩
の
乱
に
加
わ
り
、

刑
死
を
免
れ
る
も
萩
を
追
放
さ
れ
る
。
東
京
の
電
信
修
技
校
に
入
学
し
、
卒
業
後
の

明
治
十
三
年
に
官
吏
と
し
て
桑
名
に
赴
任
、
同
地
で
秋
山
罷
斎
の
門
下
と
な
り
崎
門

学
を
学
ぶ
。

明
治
二
十
三
年
、私
淑
し
て
い
た
絅
斎
の
全
集
編
纂
を
志
す
。
翌
年
、道
学
協
会
の『
道

学
遺
書
』発
刊
、
盟
友
・
吉
田
英
厚
と『
桑

名
前
修
遺
書
』
の
刊
行
な
ど
を
手
掛
け
、

同
二
十
八
年
よ
り
任
地
で
私
塾
・
脱
然
書

院
を
創
設
し
て
講
学
・
教
育
に
努
め
た
。

大
正
二
年
、
浅
見
絅
斎
先
生
遺
著
編
纂
会

が
設
立
さ
れ
、
本
格
的
に『
全
集
』の
編
纂

を
開
始
、
二
年
後
に
一
応
の
完
成
を
見
る
。

大
正
十
一
年
、
小
石
川
の
自
宅
に
て
死
去
。

 

三
浦
國
雄
「
跋
」
よ
り

浅
見
絅
斎
は
こ
れ
ま
で
、
そ
の
著
『
靖
献
遺
言
』
を
中
心
に
大
義
名
分
や
尊
皇
論
、
そ

れ
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
観
点
か
ら
語
ら
れ
て
き
た
。
そ
う
い
う
論
じ
方
は
、

実
は
絅
斎
思
想
の
一
面
的
な
把
握
ま
た
は
誇
張
で
あ
る
こ
と
が
近
年
明
ら
か
に
さ
れ
つ

つ
あ
る
。…

…

絅
斎
に
私
淑
し
て
い
た
舞
田
敦
は
、
絅
斎
の
な
か
に
最
も
ま
っ
と
う
な

儒
学
精
神
を
見
出
し
て
共
鳴
し
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
全
集
の
編
纂
と
出
版
と
い
う
難
事

業
を
思
い
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
敦
は
「
浅
見
絅
斎
先
生
遺
著
編
纂
会
」
の
名
に
托
し
、

「
近
歳
学
術
多
岐
ニ
渉
リ
テ
聖
道
漸
ク
隠
晦
シ
、
世
風
智
巧
ヲ
競
フ
テ
人
心
軽
浮
ニ
趨
ル
。

特
ニ
大
義
名
分
ノ
学
ニ
至
リ
テ
ハ
幾
ン
ド
昏
昧
弊
塞
ス…

…

」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
彼

自
身
の
絅
斎
理
解
も
旧
套
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
彼
は
、

「
大
義
名
分
ノ
学
」
の
抜
粋
集
で
は
な
く
、
前
人
未
踏
の
全
集
編
纂
を
成
し
遂
げ
、
さ

ら
に
続
編
ま
で
構
想
し
て
い
た
。…

…

敦
が
全
集
編
纂
に
志
し
た
の
が
明
治
二
十
三
年

（
一
八
九
〇
）、
一
応
の
完
成
を
見
た
の
が
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

本
書
が
日
の
目
を
見
る
ま
で
百
年
に
余
る
歳
月
が
流
れ
た
こ
と
に
な
る
。

【
本
稿
本
の
概
要
】

◉
本
稿
本
は
浅
見
絅
斎
先
生
遺
著
編
纂
会
の
中
心
を
担
っ
た
舞
田
敦
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た『
絅

斎
先
生
全
集
』
全
六
十
冊
（
大
正
四
年
に
完
成
・
未
公
刊
）
の
「
影
印
」
と
、
監
修
者
に
よ
る

詳
細
な
「
解
題
」
で
構
成
さ
れ
る
。

※

『
絅
斎
先
生
全
集
』
は
平
成
二
十
四
年
、
舞
田
家
よ
り
大
東
文
化
大
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

◉『
絅
斎
先
生
全
集
』
は
各
資
料
の
底
本
の
明
記
、
異
本
と
の
校
勘
、
末
に
は
舞
田
自
身
の
識

語
も
記
さ
れ
る
な
ど
、
手
続
き
上
、
現
在
の
書
誌
学
的
観
点
か
ら
し
て
も
全
集
と
呼
ぶ
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
が
、い
く
つ
か
の
問
題
点
も
含
ま
れ
る
。
今
回
の
出
版
に
あ
た
り
、

こ
の
全
集
を
将
来
「
正
確
な
校
本
を
提
供
」
す
る
足
掛
か
り
と
す
べ
く
、
全
集
に
残
る
問

題
を
洗
い
出
し
、
現
存
諸
本
の
情
報
を
整
理
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

◉
本
稿
本
の
最
大
の
特
色
は
、
講
義
筆
記
の
充
実
に
あ
る
。
先
行
す
る
遺
文
集
の
類
と
比
較

し
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
の
量
を
集
め
た
も
の
は
な
く
、
本
稿
本
所
収
本
が
現
存
唯
一
の
写
本

と
い
う
資
料
も
複
数
含
ま
れ
る
。
そ
う
し
た
貴
重
な
資
料
の
収
録
に
加
え
、
こ
れ
ほ
ど
の

量
を
一
つ
に
ま
と
め
た
網
羅
性
こ
そ
が
、
最
大
の
価
値
と
い
え
る
。

　

あ
さ
み 

け
い
さ
い　

承
応
元
年―

正
徳
元
年（
一六
五
二―

一
七
一一
）

江
戸
時
代
中
期
の
朱
子
学
者
。
近
江
国
高
島
に
生
ま
れ
る
。
京
都
で
医
業
に
就
き
、

後
に
山
崎
闇
斎
に
入
門
。
佐
藤
直
方
、
三
宅
尚
斎
と
と
も
に
崎
門
三
傑
の
一
人
に
数

え
ら
れ
る
。
垂
加
神
道
に
傾
斜
し
た
闇
斎
に
異
を
唱
え
破
門
と
な
る
が
、
闇
斎
没
後
、

闇
斎
学
へ
の
復
帰
と
継
承
を
目
指
し
開
塾
、
若
林
強
斎
や
山
本
復
斎
な
ど
優
れ
た
門

人
を
輩
出
し
た
。
主
著『
靖
献
遺
言
』は
幕
末
の
勤
王
運
動
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

◆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆

闇
斎
学
派
の
思
想
家
は
概
し
て
著
作
の
出
版
に
は
熱
意
を
示
さ
ず
、
絅
斎
の
資
料
も

そ
の
大
半
は
未
だ
に
公
刊
さ
れ
ず
に
膨
大
な
量
の
写
本
資
料
が
全
国
各
地
の
図
書
館

な
ど
に
点
在
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
資
料
は
閲
覧
・
利
用
に
大
き
な
制
限
が
あ
り
、

こ
の
こ
と
が
絅
斎
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
。





【
凡　

例
】

本
全
集
稿
本
は
、上
巻
・
中
巻
・
下
巻
の
三
巻
本
で
あ
る
。
各
巻
の
構
成
は
、上
巻
が
「
舞

田
敦
編『
浅
見
絅
斎
全
集
稿
本
』解
題
」（
清
水
則
夫
執
筆
）と「
絅
斎
先
生
全
集 

上
」（
影
印
・

第
一
冊
〜
第
十
六
冊
）、
中
巻
が
「
絅
斎
先
生
全
集 

中
」（
影
印
・
第
十
七
冊
〜
第
四
十
冊
）、

下
巻
が
「
絅
斎
先
生
全
集 

下
」（
影
印
・
第
四
十
一
冊
〜
第
六
十
冊
）
と
「
跋
」（
三
浦
國
雄
執
筆
）

で
あ
る
。

  ﹇
解
題
に
つ
い
て
﹈

・
収
録
さ
れ
た
各
著
作
に
つ
い
て
、
内
容
の
概
略
、
講
義
筆
記
の
場
合
は
筆
録
者
、
成

立
時
期
、
敦
が
依
拠
し
た
底
本
、
現
存
す
る
他
の
伝
本
を
記
し
た
。
た
だ
し
国
文
学

研
究
資
料
館
『
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
』
に
よ
っ
て
検
索
可
能
な
も
の
は
、
原
則
的

に
省
略
し
た
。

・
す
で
に
翻
刻
や
影
印
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
漏
ら
さ
ず
記
載
す
る
よ
う
に
つ
と

め
た
。
ま
た
過
去
に
作
成
さ
れ
た
絅
斎
の
遺
文
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
も
、
明

記
す
る
よ
う
に
し
た
。

・
全
集
所
収
の
各
著
作
の
判
読
困
難
な
箇
所
、
あ
る
い
は
著
し
く
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う

な
脱
文
な
ど
に
関
し
て
は
、【
補
記
】
と
い
う
形
で
補
っ
た
。
そ
の
際
に
依
拠
し
た

テ
キ
ス
ト
は
、
す
べ
て
明
記
し
て
あ
る
。

上　

巻
（
七
三
三
頁
）

舞
田
敦
編
『
浅
見
絅
斎
全
集
稿
本
』
解
題
（
清
水
則
夫
）

　

大
東
文
化
大
学
図
書
館
蔵
『
絅
斎
先
生
全
集
』
に
つ
い
て

　

付
表
『
絅
斎
先
生
全
集
』
目
録 

　

各
冊
解
題

絅
斎
先
生
全
集 

上　
　

壱
（
凡
例
／
目
録
／
表
／
年
譜
略
／
実
紀
）　　

二
（
文
集 

一
）　　

参
（
文
集 

二
）　　

四（
文
集 

三
）　　

五（
手
簡
）　　

六（
箚
録 

上
）　　

七（
箚
録 

下
）　　

八（
答
問
）　　

九（
語
録
）　　

十（
靖

献
遺
言 

一
〜
四
）　　

十
一
（
靖
献
遺
言 

五
・
六
）　　

十
二
（
靖
献
遺
言 

七
・
八
）　　

十
三
（
靖
献
遺
言
講

義
／
靖
献
遺
言
附
講
）　　

十
四
（
忠
孝
類
説
／
赤
城
忠
士
筆
記
／
赤
穂
四
十
六
人
辨
）　　

十
五
（
氏
族
辨
證

／
氏
族
辨
證
附
録
）　　

十
六
（
聖
学
図
講
義
／
白
鹿
洞
書
院
掲
示
集
註
講
義
）

中　

巻
（
六
七
七
頁
）

絅
斎
先
生
全
集 

中　
　

十
七
（
大
家
商
量
集
講
義
）　　

十
八
（
玉
山
講
義
師
説
）　　

十
九
（
拘
幽
操
師
説
）　　

廿
（
敬
斎
箴
師
説
／
敬
斎
箴
附
録
師
説
）　　

廿
一
（
朱
子
社
倉
法
師
説
）　　

廿
二
（
雑
講
義
）　　

廿
三
（
雑

筆
記
）　　

廿
四
（
小
学
雑
説
）　　

廿
五
（
大
学
雑
説
）　　

廿
六
（
絅
斎
先
生
朱
批
大
学
伝
五
章
講
義
／
校
定

大
学
伝
五
章
講
義
／
佐
藤
三
宅
二
家
批
評
浅
見
安
正
大
学
伝
五
章
講
義
抄
謄
）　　

廿
七
（
辨
大
学
非
孔
書
辨
／

辨
大
学
非
孔
書
辨
講
義
）　　

廿
八
（
批
大
学
辨
断
）　　

廿
九
（
論
語
筆
記 

一
）　　

三
十
（
論
語
筆
記 

二
）　

卅
一
（
論
語
筆
記 

三
）　　

卅
二
（
論
語
雑
説
）　　

卅
三
（
博
施
済
衆
章
筆
記
／
博
施
済
衆
章
筆
記
抄
略
／
克

己
章
筆
記
／
評
本
克
己
章
筆
記
）　　

卅
四
（
仁
説
問
答
師
説
）　　

卅
五
（
異
本
仁
説
問
答
師
説
／
附
録 
又
論

仁
説
講
義
）　　

卅
六
（
仁
説
問
答
筆
記
／
仁
説
問
答
師
説
抄
略
）　　

卅
七
（
孟
子
雑
説
）　　

卅
八
（
孟
子
浩

然
章
講
義
）　　

卅
九
（
中
庸
雑
説
）　　

四
十
（
太
極
図
説
筆
記
）

下　

巻
（
七
二
七
頁
）

絅
斎
先
生
全
集 

下　
　

四
十
壱
（
性
理
字
義
講
義 

上
）　　

四
十
二
（
性
理
字
義
講
義 

下
）　　

四
十
三
（
西
銘
参

考
／
西
銘
考
説
／
薛
氏
西
銘
諸
説
）　　

四
十
四
（
程
子
論
性
諸
説
／
程
子
論
性
諸
説
）　　

四
十
五
（
敬
義
内
外

説
／
敬
義
内
外
説
師
説
）　　

四
十
六
（
四
箴
附
考
／
四
箴
附
考
師
説
）　　

四
十
七
（
易
学
啓
蒙
講
義 

一
）　

四

十
八
（
易
学
啓
蒙
講
義 

二
）　　

四
十
九
（
易
学
啓
蒙
講
義 

三
）　　

五
十
（
易
学
講
習
別
録
／
易
学
啓
蒙
序
師
説

／
易
学
啓
蒙
序
講
義
略
）　　

五
十
一
（
啓
蒙
補
要
解
師
説
）　　

五
十
二
（
朱
易
衍
義
講
義
）　　

五
十
三
（
卦
変

諸
説
／
卦
象
集
説
）　　
五
十
四
（
増
補
易
説
備
考
）　　
五
十
五
（
易
学
雑
説
）　　
五
十
六
（
洪
範
師
説
）　　
五
十

七（
感
興
考
註
講
義 

上
）　　
五
十
八（
感
興
考
註
講
義 

下
）　　
五
十
九（
喪
祭
小
記
／
喪
祭
略
記
）　　
六
十（
諸
図
）

跋
（
三
浦
國
雄
）

【
監
修
者
略
歴
】

清
水
則
夫
（
し
み
ず 

の
り
お
）

一
九
七
五
年
栃
木
県
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得

退
学
。
博
士（
文
学
）。
明
治
大
学
理
工
学
部
准
教
授
。
近
世
日
本
思
想
史
専
攻
。
論
文―

「
十

八
世
紀
前
半
の
朱
子
学
者
に
つ
い
て―

―

徂
徠
以
後
の
朱
子
学
者
」（『
土
田
健
次
郎
教
授
退

職
記
念
論
集 

朱
子
学
と
そ
の
展
開
』汲
古
書
院
）、「
浅
見
絅
斎
の「
大
義
名
分
」の
再
検
討
」（『
日

本
思
想
史
学
』
四
八
号
）

三
浦
國
雄
（
み
う
ら 

く
に
お
）

一
九
四
一
年
大
阪
市
生
ま
れ
。
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
（
中
国
哲
学
史
）

中
途
退
学
。
文
学
博
士
（
大
阪
市
立
大
学
）。
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
。
中
国
思
想
史
・
東

ア
ジ
ア
比
較
文
化
論
専
攻
。
主
著―

『
朱
子
と
気
と
身
体
』（
平
凡
社
）、『
不
老
不
死
的
欲
求

―
―

三
浦
国
雄
道
教
論
集
』（
四
川
人
民
出
版
社
）

a

清
水
則
夫
・
三
浦
國
雄 

監
修　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹇
二
〇
二
二
年
二
月
刊
行
﹈

各
巻
収
録
内
容
・
目
次

□
Ｂ
５
判
上
製
／
上
・
中
・
下
巻
セ
ッ
ト
函
入
／
各
巻
平
均
七
一
二
頁  　
　
　
　
　
　
　
　

ISB
N
978-4-8315-1605-3

　

セ
ッ
ト
定
価
九
九
、〇
〇
〇
円
（
本
体
九
〇
、〇
〇
〇
円
＋
税
・
分
売
不
可
）    　
　
　
　
　
　
　
　

  

発
行
・
発
売 b

　〒113-0033　東京都文京区本郷1-28-36　電話　03-3814-8515　FAX　03-3814-3264 　URL  http://www.perikansha.co.jp/



a 刊行案内 2022年5月
〒113-0033
東京都文京区本郷 1-28-36
電話 03-3814-8515
ＦＡＸ 03-3814-3264

浅見絅斎全集稿本 舞田敦編
  上・中・下巻セット

清水則夫・三浦國雄 監修
［影印と解題］山崎闇斎学派の学統の証として、
崎門三傑の一人・浅見絅斎の遺著を明治～大
正時代にかけて日本全国隈なく渉猟・整理し、
集大成しながら百年以上も秘蔵されてきた幻の
全集の待望の公刊。 ＊呈内容見本
B5判3冊函入／総2136頁／定価：本体90000円＋税

ISBN978-4-8315-1605-3　2022年2月刊

分野：日本思想

日本の祭祀とその心を知る
  日本文化事始

黒住　真　 ［東京大学名誉教授］・
福田惠子 ［拓殖大学教授］著
慣習や伝統行事など生活のなかで営まれる「祭
祀」について、歴史をさかのぼってその思想と
「かたち」をとらえ、現代の社会についても検
討する日本文化入門。索引、関連年表等を付す。

四六判並製／256頁／定価：本体2000円＋税
ISBN978-4-8315-1604-6　2021年12月刊

分野：日本文化・思想・宗教

［主要目次］
1カミさらに神とは　カミの定義／歴史的背景によるカミの変遷
2祭りと祀る　祭祀を遡る／律令制での祭祀／祭りの構造
3心と言葉　心のとらえ方／心はどこから来たのか
4習合と信ずる軌跡　習合宗教への道／古代を遡っての言葉と祭祀
5天と地と人　天のとらえ方の変遷／天と神の関係／天と地と仏教
6道徳と人間　育まれる道徳の心／宗教と戒律／近代社会と道徳
7死とは何か、生とは何か　死生・来世からの人間の営みと儀礼
8絆をめぐって　講の活動／絆をめぐる物語／大きなつながり
9女性とジェンダー　女性の思想的位置づけ／女性の連帯
10 人間の対立と宗教　宗教間の対立／対立から歩み寄る方向へ
11 和のかたちと日本　神霊をともなった和／近世以後の社会統合と和

八犬伝をみちびく糸
  馬琴と近世の思考

西田耕三［元近畿大学教授］著
『南総里見八犬伝』創作の根本思想というべき
馬琴が理想とした倫理や、小説を自立させるた
めの工夫、小説を書くための技法・作法など、
中国の史書や儒教・仏教などの古今の文献を
引用しつつ縦横に読み解く。　　　　　　　

四六判上製／336頁／定価：本体3600円＋税
ISBN978-4-8315-1595-7　2021年10月刊

分野：近世文学・思想

日本思想史学  第53号
  特集・日本思想史学から見る近現代の天皇〈2020 年度大会シンポジウム〉

日本思想史学会 編・発行
執筆＝［特集：日本思想史学から見る近現代の天
皇］尾原宏之／河西秀哉／黒川伊織／小平美香
／昆野伸幸／米谷匡史／［特別掲載］上野太祐ほ
か／［提言］島薗進／［論文］中川優子／韓淑 ／
青野誠／ロバート・クラフト／佐々木政文ほか

Ａ５判並製／196頁／定価：本体3000円＋税
ISBN978-4-8315-1601-5　2021年9月刊

分野：思想史

語られ続ける一休像
  戦後思想史からみる禅文化の諸相

飯島孝良［花園大学国際禅学研究所専任講師］著
室町時代を生きた禅僧・一休宗純の実証研究
と、前田利鎌、芳賀幸四郎、市川白弦、柳田
聖山ら禅を修めた近代知識人が語る一休〈像〉
の変遷とをつなぎ、戦後思想史の一段面を照ら
す。　　　　　　　

Ａ５判上製／384頁／定価：本体5800円＋税
ISBN978-4-8315-1594-0　2021年7月刊

分野：宗教史・禅文化

［主要目次］
序  一休の〈像〉は如何に形成されてきたか　一休宗純の生涯／一休
　　〈像〉の形成過程／一休〈像〉という媒介を通して何が語られたのか
1 一休像の近代的「発見」―前田利鎌の「禅」を手がかりに　前田利
　　鎌の立場と問題意識／「一所不住の徒」一休への眼
2 戦後日本における中世禅文化論と一休の像―芳賀幸四郎を中心に
　　芳賀幸四郎の着眼／「東山文化」論と一休の像
3 市川白弦の一休像―「即」の論理の批判的継承として　市川に　
　おける問題意識／「即」の論理と「風流」
4 二十世紀の「禅学」と一休像―柳田聖山の視座を再考する　　　
　柳田の一休解釈／ふたつの「禅学」／「禅」そのものへの回帰
補  「瞎驢辺滅却」をめぐって―一休と臨済禅への研究覚書
終  禅門と世俗と一休の像―論のむすびとひらき

歴史で読む国学
  　

國學院大學日本文化研究所 編
日本社会が大きく変動した近世という時代に登
場し、近代というさらなる激動期に洗練と制度
化を経た国学思想の内実と方法を現代にいたる
まで通史として叙述し、混沌と通説の狭間にあ
るその可能性を追求した新しい入門書。

四六判並製／304頁／定価：本体2200円＋税
ISBN978-4-8315-1611-4　2022年3月刊

分野：日本思想・歴史

［主要目次］
1 元禄期　徳川光圀と契沖／ 2 宝永～享保期　荷田春満の活動を
中心に／3元文～延享期　荷田在満・賀茂真淵の時代／4宝暦・
明和期　賀茂真淵と本居宣長／ 5 安永・天明期　多様化する国学
／6寛政期　復古の諸相／7享和～文政期　宣長学の継承と平田
篤胤の登場／ 8 天保期～ペリー来航　本居門・平田門と草莽の国
学／ 9 ペリー来航後～慶応三年　平田派・本居派の動向と尊攘運
動／10 明治元年～明治八年　明治新政府と国学者／11明治八年～
明治二十三年　「明治国学」の成立／12明治中期～昭和二十年代　
「新国学」の提唱／13 明治後期～現在　「国学」研究の近現代史
［執筆者・50音順］一戸 渉・遠藤 潤・小田真裕・木村悠之介・齋藤公太・
武田幸也・問芝志保・古畑侑亮・松本久史・三ツ松誠

源氏物語に語られた風景
  　風景和文への招待

松井健児［駒澤大学教授］著
『源氏物語』の自然景観の叙述は、「情景」と
呼ぶべきものであり、ある物語場面を語るため
の空間的要素というべきものである。近代的な
創作主体である作者による描写から離脱し、
古代後期の物語の特質を俯瞰する。　

Ａ５判上製／264頁／定価：本体4500円＋税
ISBN978-4-8315-1610-7　2022年5月刊

分野：中古文学
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